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　本書は、現在進行している「新しい生活様式」に伴う人々の行
動変容とその後訪れる社会変革の中で、博物館の使命と役割を再
確認し、それを社会に発信する博物館の姿を考察する。その上で
全国の「発信する博物館」の事例を取り上げ、調査研究、収集・
保管、展示、教育普及という博物館の機能のどこを活かし、何に
価値を見いだし、何をどう発信し伝え、結果としてどのような効
果が生じたのかについて紹介する。
　地域博物館等16事例のほか、コロナ禍を受けてデイビッド・ア
ンダーソン氏（英国・ウェールズ国立博物館館長）が博物館の使
命、役割を再考する特別寄稿を収録。

●小川 義和・五月女 賢司　編著

定価：本体2,300円＋消費税10%
四六判354ページ ISBN978-4-909124-46-3

発信する博物館　持続可能な社会に向けて

「モノ」だけを重視する思考から
「コト」「ヒト」も重視する思考へ
新たな価値を創る発信を！！
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挑戦する博物館　今、博物館がオモシロイ！！

▶市民のニーズに的確に応えることのできる博物館であるための「挑戦」とは
　鼎談　博物館にとって「挑戦」とは　を収録
小川義和氏（国立科学博物館）・五月女賢司氏（吹田市立博物館）・高田みちよ氏（高槻市立自然博物館（あくあぴあ芥川））

● 小川 義和・五月女 賢司　編著
　全国には、限られた資源を活用し、利用者のニーズを踏まえて、工夫を加え、他
の博物館、公民館、自治体、学校などの関係機関と連携して、地域の人々を巻き
込み、地域の文化創造に取り組んでいる博物館がある。本書は、このような取組
を実践し続ける博物館を「挑戦する博物館」と位置づけ、自らの博物館の弱み、
強み、成果、工夫、経営、事業展開方法などを紹介し、博物館の「オモシロさ」
を知ってもらうとともに、取組手法を実践者が解説することを通して博物館全体
でそのノウハウを共有する
定価：本体2,000円＋消費税10%　四六判320ページ　ISBN978-4-909124-17-3

協働する博物館　博学連携の充実に向けて

▶新学習指導要領の実施に向けて、学校と博物館はどう連携・協働するべきか
　座談会　博物館と学校が協働する意義　を収録
鳴川 哲也氏（文部科学省教科調査官）・可児 光生氏（美濃加茂市民ミュージアム館長）・小川 義和氏（国立科学博物館連携推進・学習センター長）

● 小川 義和　編著
　本書は、博物館における多様な文化の創造や継承という機能に注目し、それに
関わる問題意識やリテラシーを醸成する博物館の教育機能に焦点を当て、学校等
と実際に連携・協働する博物館の参考事例15編――学校等との連携・協働を通じ
て学校教育の支援や拡張を図っている例（７編）、博物館のもつ地域文化の多様性
を学校教育に還元している例（３編）、将来の地域文化の創造を担う人材の養成に
工夫と努力を行っている例（５編）を取り上げる。その上で、今後、博物館が自
らの使命として学校教育と連携・協働するための方途を検討する。
定価：本体2,100円＋消費税10%　四六判352ページ　ISBN978-4-909124-27-2
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